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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

先進国国債利回り

⽇本10年国債利回り

1/2

（%） （%）

⽶国10年国債利回り
（%）

2020年7⽉13⽇

先週

先週先週

【2020年7⽉6⽇〜2020年7⽉10⽇】

感染者数増加により利回りは低下
⽶国10年国債利回りは、⽶国株式の上昇
に伴い⼀時上昇する場⾯もありましたが、
⽶国の⼀部で新型コロナウイルス感染者数
が過去最⾼⽔準に達したことなどから、週
間では低下しました。

国内外での感染者数増加を受け、⽇本10
年国債利回りも週間でやや低下しました。
また⼤規模な⾦融緩和策が⻑期化するとの
⾒⽅から債券買いが優勢となりました。

（注）データは2020年6⽉9⽇から2020年7⽉10⽇（⽇次）。
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（注）データは2020年6⽉9⽇から2020年7⽉10⽇（⽇次）。

【2020年7⽉6⽇〜2020年7⽉10⽇】

リスクオフの流れから円がやや上昇
国内外の感染者数増加などからリスクオフ
の流れが⾼まり、安全資産とされる円は主
要通貨に対してやや上昇しました。

オーストラリア準備銀⾏（RBA）は、政策
⾦利を年0.25%で据え置くとしましたが、
市場では想定内との⾒⽅が多く、豪ドル相
場の反応は限定的となりました。


